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福島第一原発の汚染水処理で大量に発生している Cs 吸着ゼオライト廃棄物の合理的な処理方法として溶

融ガラス固化が挙げられる。本研究では、ガラス融剤の種類/添加量や溶融温度などの固化条件をパラメー

タとして、Cs 固定化率、化学的耐久性等の固化体特性を測定・評価し、両者の相関を評価した。 
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1.緒言 

福島第一原発の汚染水処理で発生した Cs 吸着ゼオライト廃棄物の合理的な処理方法の一つとして、溶融

ガラス固化が検討されている。溶融ガラス固化では、ガラス融剤の種類／添加量や溶融温度などの固化条

件が、減容率、Cs 固定化率、化学的耐久性等の固化体の諸特性と大きな相関を持つ。本研究では、ガラス

融剤の種類/添加量や溶融温度などの固化条件をパラメータとしてガラス固化体を作製し、固化体特性を測

定・評価した。その結果をもとに、固化条件と固化体特性の相関を評価し、最適な固化条件を検討した。 

2.実験 

Cs（コールド）を 1 wt%吸着させたゼオライト(合成チャバサイト)にガラス融剤として Na2B4O7(30 wt%)

に Li2CO3（Li2O 換算で 0～12 wt%）を加え、950～1150℃で 3 h 溶融し、アニールおよび徐冷によりガ

ラス固化体を作製した。固化体の非晶質化と均質性を確認の後、アルキメデス法による密度測定から減容

率を評価した。また、固化体中の Cs 含有量を XRF を用いて測定し、Cs 固定化率を評価した。一部の固化

体（融剤 Na2B4O7 30 wt% + Li2O 0,5,10 wt%）については、レーザーフラッシュ法を用いて熱伝導率を測

定し、また、化学的耐久性評価としてマイクロチャネル流水試験法を用いた溶解試験によりガラス初期溶

解速度（r0）の pH 及び温度依存性を測定・評価した。 

3.結果及びまとめ 

 ガラス固化試験の結果、Li2O 添加量 2.5 wt%では溶融温度 1050℃、5 wt%では 1025℃、7.5-10 wt%で

は 1000℃程度の溶融温度で、Cs 固定化率 95 %以上の均質な固化体が得られることが分かった。いずれの

条件においても熱伝導率は 1.5-1.8 Wm-1K-1（300-700K）となりLi2O 添加量依存性は小さいが気泡等の微

細構造変化が熱伝導率を低下させる主要因であることが分かった。また、溶解試験により求めたガラス初

期溶解速度（r0）の pH 依存性評価から、Li2O 添加により r0が酸性領域でわずかに上昇、アルカリ領域で

わずかに低下し、Li2O 添加量 5 wt%で r0が概ね最小となることが確認された。これらの結果から、Li2O

を 2.5-5 wt%添加することで、溶融温度を 50−100℃下げられ、かつ、化学的耐久性の高い固化体が得られ

ることが分かった。 
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